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JAニュース

い
わ
み
中
央
西
条
柿
生

産
組
合（
垰
本
徹
夫
組
合
長
）

は
、
９
月
27
日
に
浜
田
市
内

村
町
の
柿
選
果
場
に
て
令
和

６
年
度
の
出
荷
式
を
行
い
ま

し
た
。
当
日
は
約
50
名
の
組

合
員
と
各
関
係
機
関
が
出
席

し
、
多
く
の
報
道
陣
の
取
材

を
受
け
ま
し
た
。

式
の
中
で
は
、
串
崎
美
之
副
組
合
長
か
ら
「
今
年
の
西

条
柿
は
、
高
温
が
続
き
日
焼
け
果
な
ど
被
害
が
多
く
収
量
も

減
少
の
見
通
し
だ
が
、
品
質
は
上
々
で
糖
度
も
平
年
並
み
と

思
う
。
出
荷
目
標
１
７
０
ｔ
、
販
売
金
額
５
、５
０
０
万
円

を
目
指
し
て
取
組
む
。」
と
力
強
い
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
浜
田
市
内
や
中
国
地
方
を
中
心
と
し
た
出
荷

が
本
格
的
に
始
ま
り
、
出
荷
ピ
ー
ク
は
10
月
下
旬
頃
と
予
想

し
て
い
ま
す
。「
11
月
中

旬
ま
で
の
目
標
達
成
に
向

け
て
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い

き
た
い
」
と
営
農
経
済
部

坂
井
文
幸
部
長
は
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

ま
た
当
日
は
、
出
荷

式
と
併
せ
て
目
合
わ
せ
会

も
行
い
、
生
産
者
同
士
で

今
年
の
西
条
柿
の
出
来
栄

え
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
と

Ｊ
Ａ
共
済
連
島
根
・

一
般
財
団
法
人
島
根

県
農
協
共
済
福
祉
事

業
団
は
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動
に
合

わ
せ
て
、
９
月
26
日

に
浜
田
市
へ
、
27
日

に
は
江
津
市
へ
そ
れ

ぞ
れ
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

こ
の
取
組
は
Ｊ

Ａ
共
済
の
地
域
貢
献

活
動
の
一
環
と
し
て

毎
年
行
っ
て
い
ま

す
。交

通
事
故
ゼ
ロ

に
向
け
て
お
役
立
て

い
た
だ
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
い
わ
み
中

央
地
区
本
部
と
Ｊ
Ａ
共
済
連

島
根
は
、
浜
田
警
察
署
の
協

力
の
下
、
９
月
25
日
に
浜
田

市
立
第
一
中
学
校
に
お
い
て

自
転
車
交
通
安
全
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
効
果
を

人
間
の
脳
に
見
立
て
た
豆
腐

で
実
験
を
行
い
、
プ
ロ
の
ス

タ
ン
ト
マ
ン
が
実
際
の
交
通
事
故
を
再
現
し
ま
し
た
。
実
演

の
際
は
、
参
加
し
た
生
徒
ら
か
ら
大
き
な
ど
よ
め
き
が
起
こ

り
、
事
故
の
怖
さ
や
交
通
ル
ー
ル
の
大
切
さ
を
学
ぶ
良
い
機

会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
、
こ
う
し
た
活
動
を
通
じ
て
自

転
車
事
故
の
無
い
安
全
な
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
す
。

柿
出
荷
式

地
域
貢
献
活
動

地
域
貢
献
活
動

交
通
事
故
ゼ
ロ
へ
の
思
い
を

込
め
て
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
贈
る

自
転
車
事
故
の
な
い
社
会
へ

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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JAニュース
10
月
18
日
、
益

田
市
西
部
家
畜
市
場

で
、
令
和
６
年
度
西

部
地
区
子
牛
共
進
会

が
開
催
さ
れ
、
い
わ

み
中
央
地
区
本
部
、

西
い
わ
み
地
区
本
部

か
ら
計
15
頭
（
い
わ

み
中
央
４
頭
、
西
い

わ
み
11
頭
）
の
雌
子

牛
を
出
品
し
ま
し

た
。子

牛
共
進
会
は
、

発
育
、
体
形
、
資
質

な
ど
の
ほ
か
、
子
牛

ら
し
さ
が
評
価
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
当

日
は
５
名
の
審
査

員
が
厳
正
な
審
査
を

行
い
、
優
秀
賞
、
優

良
賞
を
選
出
し
ま
し

た
。
こ
の
西
部
地
区

子
牛
共
進
会
当
日
ま

で
飼
養
管
理
、
調
教

さ
れ
た
出
品
者
の
皆

さ
ん
本
当
に
お
疲
れ

様
で
し
た
。

JAカップ第41回島根県学童軟式野球選手
権予選を浜田地区、江津地区で開催しまし
た。
浜田地区予選については、10月12日・
13日に６チームが参加し、三隅少年野球ク
ラブが７年ぶりの優勝を飾りました。
江津・邑智地区予選については、10月12
日に３チームが参加し、Kidsベースボール
クラブが２戦全勝で優勝しました。
両地区予選とも球児達は野球が出来るこ
とに感謝し、一投一打に思いを込め、熱い
プレーを繰り広げました。

優
秀
雌
子
牛
が
勢
ぞ
ろ
い

～
西
部
地
区
子
牛
共
進
会
～

江津・邑智地区優勝、Kids ベースボールクラブ江津・邑智地区優勝、Kids ベースボールクラブ 浜田地区優勝、三隅少年野球クラブ浜田地区優勝、三隅少年野球クラブ

浜田大会浜田大会

津江穂瑞

1 － ０2 － 11

4 － 12

Kids江津・邑智大会

三隅

5 － 3

14 － 35 － 4

6 － 510 － 0

国
府

美
川

西
部

金
城

浜
田

三
隅

江津・邑智大会

JAカップ学童軟式野球JAカップ学童軟式野球

＊敬称略

区　分 名　号 地　区 出品者

優秀賞 ふくただ 2 弥　栄 ㈱佐々木牧場

優良賞

ま ひ る 江津市 山 形 畜 産

ふくざくら4 弥　栄 ㈱佐々木牧場

てるよし 8 弥　栄 ㈱佐々木牧場

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部



12

Ｊ
Ａ
役
職
員
と
女
性
部
の

合
同
会
議
開
催

管
内
施
設
を
見
学

西
部
３
地
区
女
性
部
研
修
会
へ参
加

手
芸
教
室
＆
モ
ル
ッ
ク
体
験

三
隅
女
性
部

い
わ
み
中
央
女

性
部
（
平
川
節
美

部
長
）
は
９
月
17

日
、
Ｊ
Ａ
役
職
員

と
の
合
同
会
議
を

地
区
本
部
で
開
き

ま
し
た
。
６
支
部

の
女
性
部
員
が
各

２
名
と
Ｊ
Ａ
役
職

員
ら
21
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
役
職
員
と

女
性
部
員
が
相
互

の
理
解
を
深
め
、

普
段
接
点
の
な
い

Ｊ
Ａ
役
職
員
と
親

睦
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
意
見
交
換
会
後
に
は
昼
食
会
や
「
野
菜

ク
イ
ズ
」
で
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。

営
農
・
信
用
・
共
済
・
総
務
部
門
の
概
況
を
聞
き
、

質
疑
で
は
「
国
内
の
米
不
足
の
話
題
」
か
ら
、
生
産
者

ま
た
消
費
者
で
も
あ
る
女
性
部
員
が
、
お
米
の
価
格
形

成
な
ど
今
後
の
状
況
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。ま
た
、

「
Ｊ
Ａ
役
職
員
が
女
性
部
に
期
待
す
る
事
」
な
ど
、
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
と
女
性
部
が
互
い

に
協
力
し
て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
大
変
有

意
義
な
会
議
と
な
り
ま
し
た
。

い
わ
み
中
央
女
性
部
（
平
川
節
美
部
長
）
は
、
９
月
26
日
、
西

部
３
地
区
女
性
部
ふ
れ
あ
い
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
島
根
お
お
ち
、
西
い
わ
み
、
い
わ
み
中
央
の

３
地
区
本
部
女
性
部
員
が
親
睦
を
目
的
に
集
ま
り
、
平
成
25
年
の

開
催
か
ら
今
年
で
10
回
目
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
い
わ
み
中
央
女

性
部
が
事
務
局
を
務
め
約
50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
研
修
会
で
は

管
内
に
あ
る
島
根
あ
さ
ひ
社
会
復
帰
促
進
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
、

担
当
者
か
ら
概
要
の
説
明
、
取
り
組
み
の
状
況
、
地
域
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。旭

梨
第
２
選
果
場
の
見

学
を
し
、
昼
食
後
は
、（
一

社
）
家
の
光
協
会　

稲
村

沙
織
島
根
県
担
当
を
講
師

に
迎
え
、『
家
の
光
』
９

月
号
の
記
事
活
用
と
し
て

脳
活
ク
イ
ズ
を
行
い
各
地

区
の
特
産
品
を
ク
イ
ズ
の

景
品
と
し
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
で
３
地
区

の
女
性
部
が
交
流
を
深
め

る
こ
と
で
つ
な
が
り
を
強

化
し
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
女
性

部
の
輪
を
広
げ
て
い
く
た

め
今
後
も
継
続
し
て
開
催

し
ま
す
。

９
月
３
日
、

三
隅
女
性
部

（
猪
俣
房
子
部

長
）
は
三
隅
支
店
で
手
芸
教
室
と

モ
ル
ッ
ク
体
験
を
し
ま
し
た
。
手

芸
教
室
は
、
食
事
の
時
な
ど
に
マ

ス
ク
を
は
ず
し
て
置
い
て
お
け
る

『
仮
置
き
マ
ス
ク
ケ
ー
ス
』
を
作

り
ま
し
た
。
部
員
そ
れ
ぞ
れ
が
好

み
の
ち
り
め
ん
布
を
選
び
、
磁
石

な
ど
と
張
り
合
わ
せ
な
が
ら
仕
上

げ
ま
し
た
。「
工
作
感
覚
で
楽
し

か
っ
た
」「
お
出
か
け
時
に
一
つ

あ
る
と
便
利
」
と
満
足
そ
う
で
し

た
。続

い
て
行
わ
れ
た「
モ
ル
ッ
ク
」

は
、
木
の
棒
を
投
げ
て
地
面
に
立

て
た
ピ
ン
を
倒
し
得
点
を
競
う
ス

ポ
ー
ツ
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
の
部

員
が
初
体
験
。
最
初
は
ル
ー
ル
を

確
認
し
な
が
ら
の
プ
レ
ー
で
し
た

が
徐
々
に
コ
ツ
を
つ
か
み
、
点
数

の
ピ
ン
を
狙
っ
て
投
げ
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
一
喜
一
憂
し
、
盛
り

上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。
マ

ス
ク
ケ
ー
ス
作
り
と
モ
ル
ッ
ク
体

験
で
部
員
同
士
の
交
流
も
深
ま
っ

た
楽
し
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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ふふれれああいい農農業業体体験験塾塾

実りの秋を迎えた９月29日、上府の田んぼで「ふれあい農業体験塾」
を開催し、17世帯の親子48名が稲刈り体験をしました。この企画は農業
体験を通じて、稲の生育やお米作りについて学び、食の大切さを知って
もらおうと毎年行っています。今回は５月に子どもたち自身が植えた『きぬむすめ』の刈り取りを行い
ました。職員から鎌の使い方や束ね方の説明を受けたあと、田んぼに並んでたわわに実った稲穂を刈り

取りました。なかには初めて鎌を持つ子も
いましたが、刈り進めるうちに鎌を使う要
領も良くなりました。刈り取った稲をコン
バインで脱穀してモミとワラに分かれる様
子も興味深そうに見ていました。作業終了
後には「新米争奪のじゃんけん大会」や地
元女性部さんが作ったおにぎりを配りまし
た。今日刈り取ったお米は精米して後日参
加者にプレゼントします。

稲刈り体験

JAの若いファンづくりや多くの仲間との自分磨きを
目的に開講している「JA女子大学いわみ中央キャンパ
ス」第８期が開講しました。
受講期間は、令和６年10月から令和８年３月までの期

間で全16回JAらしさを生かした内容で講義を行います。
今回は15名の学生が楽しく学びながら、新たな仲間作

りを行います。

第１回講義は「JAしまねの概要」について、佐々木豊学長（いわみ中央地区本部長）が講師となり講義を
行いました。協同組合の始まりから目的、JAの事業では農業技術指導・農産物販売・購買・金融・共済など
を行っていることを、スライドを活用しながら説明しました。また、10月16
日は国消国産の日であることを伝え、「『食』が直面するリスクから自分たち
の安全・安心な食事を実現させるために皆さんが国産の農畜産物を選び、そ
うすることで日本の農業を応援してください。」とメッセージを送りました。
これから、新しい仲間たちと食と農に関わり、地域のリーダーとなって活
躍してもらえるような講義を行っていきます。

第１回講義『JAしまねの概要』

令
和
６
年

10月17日1 入学式
11月14日2 干し柿作り
12月12日3 しめ縄作り

令
和
７
年

１月16日4 こんにゃく作り
２月13日5 みそ作り
３月13日6 椎茸駒植え体験
５月25日7 田んぼアート
６月12日8 ヨガ　ピラティス

令
和
７
年

７月10日9 パン作り
８月21日⓾ お肉の勉強
９月16日⓫ 子牛市場見学
10月９日⓬ 投信・お米の学習
12月11日⓭ おせち料理作り

令
和
８
年

１月15日⓮ ソーセージ作り
２月12日⓯ 卒業記念品制作
３月12日⓰ 卒業式

 8期生講義

い
わ
み
中
央
地
区
本
部

い
わ
み
中
央
地
区
本
部
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2024年11月号

果樹苗植え付けと管理について果樹苗植え付けと管理について
果樹苗木の購入は、秋期（11月下旬～12月上旬）の方が、より優秀な苗

木を確実に入手できます。
春期購入の場合は、品種により売り切れになることがあり、秋期購入をし

た場合は充分な越冬管理を行い春植えすることをおすすめします。

１．植え付け時期
ナシ・ブドウ・クリなどの落葉果樹は、落葉後の秋植えと萌芽前の春

植えがあります。冬期間、十分な管理ができない場合を除いて、寒害や
乾害を避けるため、３月中旬の春植えが無難と思われます。寒さに弱い
常緑果樹（柑橘類、オリーブ、ビワ、ヤマモモ等）は、もっと暖かくな
る４月がよいでしょう。

５．植え付け後の管理
植え付けのポイントは、なるべく高い位置に植え深植えしないことですが、反面、乾燥もしやすいので半

年ぐらいの間は、好天が続いたらかん水を行いましょう。また雑草防止を兼ねた敷きわら等も有効です。
肥料は植え付け時には施用せず、芽が伸びた後株元から離れた位置に少量ずつ施します。

２．苗木の仮植
購入の苗木は、一晩、根部を水に浸して十分吸水させてから仮

植します。仮植は、風当りが少なく暖かい水はけの良い場所に行
います。仮植方法は斜めに寝かした苗木の３分の１ぐらいが隠れ
る程度の溝を本数に応じた長さに掘り、苗木を１本ずつ斜めに並
べ、細土をまんべんなくかけ、さらにムシロ等で防寒します。

３．植穴の準備
植穴は、肥料となじませるため、定植予定の

２か月程前に準備しておきます。苗木１本につ
き、直径80～100cm、深さ50～60cm位の穴を
掘ります。植穴を掘る際、深さ20cm位までの
表土と、それ以下の心土とに分けておき、心土
には消石灰、ようリン各１㎏と完熟堆肥10㎏
をよく混和して埋め戻し、鎮圧後、表土を盛り
上がるように戻します。

４．苗木の植え付け
苗木の植え付けは、暖かく穏やかな日に行います。仮植床から掘

り上げた苗木は、ムシロ等で包み、乾かさないように注意しましょ
う。準備しておいた植穴中央部の盛り上げた土を少し掘り、苗木の
根が放射線状に拡がるように据え、隙間のできないよう丁寧に土を
戻し、たっぷりかん水します。この際、根の太い部分の切り口がの
こぎり状となっていたら、その部分を切って滑らかにしたり、くせ
があって広がらない根は切り詰めておきます。

植え付けが終了したら、支柱を立て紐で括っておき、ずれないよ
うに支柱にはきつく、苗には太って食い込まないように余裕をとる
ことが大切です。また、苗木に接木テープが巻かれている場合には取り外しましょう。
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西部農林水産振興センターからのお知らせ

「拠点産地」の仕組みを利用して、タマネギ栽培に挑戦しませんか？

問い合わせ先
島根県西部農林水産振興センター農業振興部 TEL：0855-29-5615

レンタル機械・作業委託についての問い合わせ先
JAしまねいわみ中央地区本部営農経済部 TEL：0855-22-8818

★水田園芸県推進６品目に取り組む際には、一定の要件を満たすことで県の補助事業や産地交付金等の
支援制度の活用が可能です。

★「水田園芸推進の取り組み」や「県の補助事業」の詳しい情報は、HPからもご覧いただけます。
　島根県HP https://www.pref.shimane.lg.jp/top.html

◯「拠点産地」とは
島根県では、農家の皆さんの所得向上を目指し、水田での野菜栽培（水田園芸）を推進しています。

取り組み品目は、今後も需要拡大が見込まれ、機械化や省力化が可能なキャベツ、タマネギ、白ネギ、
ブロッコリー、アスパラガス、ミニトマトの６品目です。

水田園芸に取り組める環境を整えるため、育苗から栽培、出荷、販売までを地域全体で役割分担する「拠
点方式による産地化」を進めています。

◯浜田市・江津市におけるタマネギ拠点産地の仕組み

【ポイント１】
広域育苗施設に育苗を委託できるため、自分で育苗する必要がありません！

【ポイント２】
JAが新しく導入した機械をレンタルすることができ、専用機械を準備する必要があ
りません！
〈レンタル機械例〉 移植機 収穫機 ピッカー

【ポイント３】
水田でのタマネギ栽培に必須な排水対策作業等を作業受託組織へ委託できます！
〈㈲ふるさと支援センターめぐみでの委託作業例〉

溝掘 畝立て 堆肥散布
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令和６年度

農業所得申告支援帳票
申込みのご案内

今年度も農業所得申告支援帳票の作成・配布を受付します。
ご利用を希望される方は、JA各支店・事業所・ふれあい店・あぐり店で下記の通
り申込をお願いいたします。
なお、継続利用契約の申込みはお引き受けできませんので、ご了承ください。

１．申告支援のデータ提供内容

　①農業収支計算明細書・収支内訳準備表（帳票）
　②収支計算データ（農業用収支計算プログラムに取り込むデータ）
　③農業簿記データ（ソリマチ農業簿記に取り込むデータ）

２．ご利用方法

　集計口座は６口座までです。（ご家族の口座でも集計できます。）

３．ご利用料金

　１件　550円（税込）
　※データ提供内容毎にご利用料金が発生します。

４．申込締切日

　 第１回申込締切  令和６年12月13日（金）

　 最 終 申 込 締 切  令和７年２月28日（金）

５．帳票・データのお届け予定時期

　帳　票：第１回申込締切までに申込をされた方…令和７年１月の外勤日に配布
　　　　　～１月末日までに申込をされた方………令和７年２月の外勤日に配布
　　　　　※２月上旬以降お申込みをされた方は申込店舗まで来店ください。
　データ：データが出来次第、順次メールにて送付

［お問い合わせ先］

営農経済部 営農企画課 TEL：0855–22–8812
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家
族
揃
っ
て
朝
風
呂
＆
朝
食
や
サ
ウ
ナ
、
イ
ベ
ン
ト
等
の

積
極
的
な
取
組
を
さ
れ
て
い
る
今
注
目
の
「
有
福
温
泉
町
」

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
有
福
温
泉
町
は
島
根
県
江
津
市
に
あ
る

歴
史
あ
る
温
泉
地
で
す
。
こ
こ
は
、
飛
鳥
時
代
か
ら
続
く
温

泉
地
で
、
約
１
３
７
０
年
以
上
の
歴
史
を
誇
り
ま
す
。
温
泉

街
は
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
古
く
か
ら
文
化
が
残
る
名
湯

の
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
有
福
温
泉
の
魅
力
は
、
そ

の
美
肌
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
「
美
人
の
湯
」
で
す
。
無
色

透
明
な
単
純
ア
ル
カ
リ
泉
で
、
神
経
痛
や
筋
肉
痛
、
関
節
痛

な
ど
に
効
能
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
温
泉
街
に
は
、
御

前
湯
、
さ
つ
き
湯
、
や
よ
い
湯
の
３
つ
の
外
湯
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
雰
囲
気
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
元
の
新
鮮
な
食
材
を
使
っ
た
料
理
や
、
ワ
イ
ン
講
座
、

苔
め
ぐ
り
体
験
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
楽

し
め
温
泉
街
の
中
心
に
は
、
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
や
、

ワ
イ
ン
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
あ
り
、食
事
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

「
湯
の
町
神
楽
殿
」
は
、
伝
統
芸
能
「
石
見
神
楽
」
の
公
演

が
行
わ
れ
る
専
用
劇
場
で
す
。

木
造
二
階
建
て
の
建
物
で
、

約
30
人
の
収
容
が
可
能
で
す
。

客
席
と
舞
台
が
近
く
、
迫
力

あ
る
神
楽
を
間
近
で
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

忙
し
い
日
常
か
ら
離
れ
て
、

自
然
と
温
泉
を
満
喫
し
な
が

ら
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
の
に

最
適
な
場
所
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
訪
れ
て
、
そ
の
魅
力
を
体

感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

有
福
温
泉
町

12月は第２・第４土曜日開催！

受付時間／9：30～15：00

JAしまね　いわみ中央統括支店ローンセンター
〒697-0024 島根県浜田市黒川町3741

℡（0855）22-8816　FAX（0855）22-0203

お問い合わせ
©よりぞう

ローン相談
開催中

いわみ中央地区本部
１階浜田支店で
お待ちしております!!

いわみ中央地区本部
ローンセンター12月13日㈮

金城支店
午前10時から
午後７時まで

12月 14日・28日

２３日(月) 9時～13時 Aコープやさか

２５日(水) 9時～14時 Aコープみすみ

２６日(木) 9時～12時 波佐まちづくりｾﾝﾀｰ
ときわ会館 前

１０日(火) 9時～13時 Aコープやさか

１６日(月)
9時～12時 阿刀の里（跡市）

13時～16時 江津西ふれあい店

１１日(水) 9時～14時 Aコープあさひ

１３日(金)

９日(月) 9時～14時 Aコープみすみ

２４日(火) 9時～14時 Aコープあさひ

9時～17時
あぐり南（金城）

展示会１４日(土) 9時～14時

メガネネ・ネ・補聴器の専門店

お問合せ、訪問のご相談は 直通直通 ０９０-６９５５-１６１２ へ お気軽にどうぞ

移動型店舗店長 狩野 昭弘

『移動型店舗

パリミキカー』
認定補聴器技能者 メガネ＆サングラス

300本～

＋

お問合せ、訪問のご相談は 直通直通 ００００９０ ６９５５ １６１２ へ お気軽にどうぞ

令和６年 １２月度 ＪＡ巡回スケジュール いわみ中央地区

運転用、読書用、パソコン用、遠近両用でも

メガネ一式

税込

１級 眼鏡作製技能士
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